
谷戸田に学ぶ。農力向上大作戦！
渋谷から６０分圏内の寺家ふるさと村に隣接する谷戸田では、今でも里山の恵みを分け頂く
伝統的な営みが継承されています。成長の限界に直面する市場経済から半歩踏み出して、か
つての農山村の持続可能な循環型社会を倣うには、恰好のフィールドといえるでしょう。

＊谷戸田サポーター制度：自然農による自給稲作団体実習＋里山保全活動
＊主催：農に学ぶ環境教育ネットワーク／共催：都市生活者の農力向上委員会
＊期間：２０１３年３月（準備始動）～／４月（正式始動）～２０１４年３月
＊場所：横浜市青葉区寺家ふるさと村最奥端谷戸田（所在地は東京都町田市）
・東急田園都市線青葉台駅北口バス乗り場３１系鴨志田団地から徒歩10分
・東名高速横浜青葉ＩＣより市が尾交差点を柿生方向へ左折し約５ｋｍ
＊用意：田靴／手袋／帽子／タオル／着替え／昼食／飲み物など
＊条件：５名以上参加可能なチーム（申し込みは２名以上で受け付けます）

＜問い合わせ先＞

一般社団法人 都市生活者の農力向上委員会 谷戸田サポーター担当 ： 西村

Web ： http://reculti.org/（「谷戸田で学ぶ。」＜検索）／Mail : support@reculti.org



＊年間プログラム

１．必須実習日（★／☆：悪天の場合順延あり）には、チームで一人は必ず参加できるよう都合の調整をお願いします。

・天候により必須実習日が平日に連れ込んだ場合は、個別の調整に応じます。

・チーム事情で必須実習日に作業課題が達成できなかった場合は、日程調整の上、自主実習をお願いします。

・指定された作業日及び事前に申請した自主実習日以外の活動は、できません。

２．事前登録したチームメンバーは保険対象ですが、実習作業は基本的に自己責任でお願いします。

・フィールドは未整備の場所も多く、危険ですので裸足では歩かないでください。

・足元は障害物も多く滑りやすいので、必ず専用の履物をご用意ください。

・作業では周囲に気を配り、刃物の先を人に向けたり、みだりに長い農具を振り廻したりしないでください。

・スズメバチやヘビに遭遇した場合は、絶対に刺激せず、去るのをじっと待ってください。

・ペットを連れてきたり、遊び道具を持ち込んだりはしないでください。

３．各田んぼでの実習作業は、事前に書面で申請したチームメンバー限定でお願いします。

・実習フィールド内では、必ず指定の名札を付けてください。

・無登録の方でも体験参加は認めますが自己責任とし、事故にあっても保険等の対応はできません。

・子ども連れの参加は出来ません。（作業のできる中学生以上に限る）

・会員間のトラブル等には関与できません。

４．現場では公序良俗を乱さず、近隣住民や散策者にも笑顔で挨拶をお願いします。

・実習フィールドは各チームの占有領域ではなく、NPO内の他会員も利用しますのでご承知置きください。
・運営本部以外による焚き火、バーベキュー、煮炊き、キャンプファイヤー等の火気は厳禁です。

・飲酒および指定場所以外での喫煙はご遠慮ください。

・トイレは周辺の施設（四季の家／釣り堀／コンビニ等）をご利用願います。

５．実習にあたっては、冒頭に運営本部からのレクチャーを行いますので、指示どおりに行って頂きます。

・化学肥料や農薬は使いません。施肥等も里山の恵みを分け頂く形で行いますので、外部からの勝手な持ち込みは厳禁です。

・貸し出し農具は正しく使い、借りた人の責任で元の状態で元の場所に戻してください。

・作業では整理整頓を心掛け、農具等は不用意に置きっぱなしにしないでください。

・実習は基本的に人力で行って頂きます。許可なく駆動式農器具／伐採機械等を持ち込まないでください。

・他の場所のやり方を持ち込んだり教え広めたりせず、指示に忠実に作業してください。

・判らないことがあった場合は、充て推量で続行せず、必ず確認をとってください。

６．活動内容は、写真および動画で撮影し、インターネットやイベント会場等で公開させて頂きます。

・ご本人の了解がない顔のアップは極力避けますが、完全には除外できないので予めご了解ください。

・メディア関係から取材もあるかと思われます。支障のない範囲でご協力ください。

＊主催団体は特定非営利活動法人として横浜市から認可されているので、政治や宗教、および営利活動はご遠慮ください。

＊注意事項


